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RHEED は薄膜成長制御や表面構造解析に広く用いられているが、一方で回折電子強度の特に非

弾性散乱成分についてはほとんど未開拓といってよい。我々は既に開発したエネルギーフィルタ

1) を用いて RHEED の鏡面反射ビームのエネルギー損失スペクトルを測定した。用いた試料は

Si(111)7x7 表面であり、測定結果の一例として図１に[11-2]方位で測定したエネルギー損失スペク

トルを示す。入射電子エネルギーは 10keV であり、視射

角θは(a) 3.75°、(b)4.05°、(c)4.35°、(d)4.59°である。

その際の RHEED 図形を示すとともにチャンネルトロン

で測定した鏡面反射スポットのエリアを○印で示す。各

プラズモン損失ピークはガウス関数に分解し、n 次プラズ

モンピークの積分強度に対して Poisson 分布を仮定し、平

均励起回数n を求めた。この値は図 1(a)-(d)の上部に記し

た。入射視射角θとn の関係は A.A.Lucas 2) による理論

式からn θ＝0.058 が求められるが、本実験では 0.048 と

比較的近い値が得られた。上式から n はθに反比例する

ためθの増加に伴って単調減少するが、図１(b)のスペク

トルに見られるように視射角θ＝4.05°でプラズモン励

起回数 n が異常に増大することが今回初めて見出された。

さらに視射角が増大すれば図１(c)、(d)に見られるように

n の値は単調に減少する。この視射角θ＝4.05°は表面波

共鳴条件よりもむしろ 444 ブラッグ反射条件に対応して

いる。 

このような異常励起現象は他の[1-10]入射方位でも確

認され、回折条件との関連性が認められる。詳細につい

ては当日報告する。 
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